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第　 1　問

a，b，cを実数とし，a < 1とする。座標平面上の 2曲線

C1 : y = x2 − x, C2 : y = x3 + bx2 + cx− a

を考える。C1 と C2 は，点 P (1, 0)と，それとは異なる点 Qを通る。また，点 Pにおけ
る C1 と C2 の接線の傾きは等しいものとする。点 Pにおける C1 の接線を ℓ1，点 Qにお
ける C1 の接線を ℓ2，点 Qにおける C2 の接線を ℓ3 とする。次の問いに答えよ。

(1) b，cおよび点 Qの座標を aを用いて表せ。

(2) ℓ1，ℓ2，ℓ3 が三角形をつくらないような aの値を求めよ。

(3) ℓ1，ℓ2，ℓ3 が直角三角形をつくるような aの値の個数を求めよ。
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第　 2　問

n を自然数とし，pn，qn を実数とする。ただし，p1，q1 は p21 − 4q1 = 4 を満たすと
する。2 次方程式 x2 − pnx + qn = 0 は異なる実数解 αn，βn をもつとする。ただし，
αn < βn とする。cn = βn − αn とおくとき，数列 {cn}は

cn+1

cn
= n+ 2√

n(n+ 1)
(n = 1, 2, 3, · · · )

を満たすとする。次の問いに答えよ。

(1) rn = log2(n
√
n+

√
n )とするとき， n+ 2√

n(n+ 1)
を rn，rn+1 を用いて表せ。

(2) cn を nの式で表せ。

(3) pn = n
√
nであるとき，qn を nの式で表せ。
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第　 3　問

座標平面上に原点Oと 2点A(1, 0)，B (0, 1)をとり，−→a =
−→
OA，−→b =

−→
OBとする。点

Cは −→
OC = 1，0◦ < ∠AOC < 90◦，0◦ < ∠BOC < 90◦ を満たすとする。−→

OA ·
−→
OC = t

とするとき，次の問いに答えよ。

(1)
−→
OCを −→

a，−→
b ，tを用いて表せ。

(2) 線分 ABと線分 OCの交点を Dとする。−→
ODを −→

a，−→
b ，tを用いて表せ。

(3) 点 Cから線分 OAに引いた垂線と線分 ABの交点を Eとする。Dは (2)で定めた
点とする。このとき，△OBDと△CDEの面積の和を tを用いて表せ。
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第　 4　問

α，β は α > 0，β > 0，α+ β < 1を満たす実数とする。三つの放物線

C1 : y = x(1− x), C2 : y = x(1− β − x), C3 : y = (x− α)(1− x)

を考える。C2 と C3 の交点の x座標を γ とする。また，C1，C2，C3 で囲まれた図形の
面積を S とする。次の問いに答えよ。

(1) γ を α，β を用いて表せ。

(2) S を α，β を用いて表せ。

(3) α，β が α+ β = 1
4
を満たしながら動くとき，S の最大値を求めよ。
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第　 5　問

n を自然数とする。A，B，C，D，E の 5 人が 1 個のボールをパスし続ける。最初に
A がボールを持っていて，A は自分以外の誰かに同じ確率でボールをパスし，ボールを
受けた人は，また自分以外の誰かに同じ確率でボールをパスし，以後同様にパスを続け
る。n 回パスしたとき，B がボールを持っている確率を pn とする。ここで，たとえば，
A → C → D → A → Eの順にボールをパスすれば，4回パスしたと考える。次の問いに
答えよ。

(1) p1，p2，p3，p4 を求めよ。

(2) pn を求めよ。
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